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    学位論文題名
    A Study on the Formation of
Interactive Reading Conception asaFacilitator
    to Interactive Reading Performance

    （相互作用的な読解活動を促す

相互作用的リーデイング・コンセプションの形成に関する研究）

学位論文内容の要旨

  第二言語の先行研究では、熟達していない第二言語の読解過程は熟達した第一および第二言語の読

解過程と異なり、相互作用的ではないとする主張が支配的である。本研究の目的は、熟達していない

外国語の読解において、読解過程を相互作用的であると見なす意識が相互作用的な読解活動を促進す

るか否かについて検証することである。本研究において、相互イ乍用的リーデイング・コンセプション

とは読解過程を相互作用的であると見なす意識を指し、相互作用的な読解活動とはボトムアップおよ

びトップダウン方略使用の有意な組み合せにより定義される。また、本研究は相互作用的読解過程の

理論的根拠となるスキーマ理論、およぴ読解方略使用の知覚により内的読解過程を捉えることの妥当

性を前提条件としている。

  本研究は比較的長期にわたる教育的実験の形態で行われ、第1研究および滞2研究で構成された。

第1研究では意味、構造、スキーマに基づく基礎的方略の指導が、熟達していない外国語の読解にお

いて相互作用的リーデイング・コンセプションを形成し、かつ読解カを向上させるかについて検証し

た。これらの基礎的方略の指導は、熟達していない外国語の読み手から、テキスト内容と内容スキー

マ間の相互作用およぴテキスト構造と形式スキーマ問の相互作用を引き出すことを狙レヽとした。第2

研究では、熟達していない外国語の読解における相互作用的リーデイング・コンセプションの形成が、

より包括的な方略使用およぴ沸ロ互作用的な読解活動を促進するかについて検証した。日本の高校生約

500名が全体の実験参加者で、その約半数が第1研究において実験群と統制群を構成し、第2研究では

第1研究参伽者が実験群、残りの参加者が統制群を構成したなお、第1研究における統制群に対し

て も 、 倫 理 上 の 理 由 か ら 基 礎的 方 略 の指 導 を実 験 の 中間 段 階か ら 実 施し た 。

  第1研究における相互作用的リーデイング．コンセプションの形成については、基礎的方略使用の

量的差異、基礎的方略の範囲内での相互作用的読解活動の促進、読解力向上度の自己評価およびその

理由、基礎的方略使用と読解力向上度の自己評価との関係によって総合的に評価した。まず基礎的方

略使用の量的差異に関して、実験群と統制群間で明確な有意差が見られ、さらにその有意差は統制群

にも基礎的方略の指導を行った後にほぼ消失した。次に基礎的方略の範囲内での相互作用的読解活動

の促進に関して、実験群および基礎的方略の指導を行った後の統制群においては、ボトムアップおよ

びトップダウン処理と見なされる2因子が抽出された。これに対して初期の統制群においては、同条
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件 で 因 子 に 分 解 す る こ と が で き な か っ た 。 第 3の 読 解力 向 上度 の自 己 評価 およ び その 理由 に 関し て、

90パ ー セ ン ト 近 く の 参 加 者 が 基礎 的 方略 の指 導 によ って 自 己の 読解 カ が向 上し た と評 価し 、 かっ その

理 由 は 相 互 作 用 的 読 解 活 動 の 特徴 を 顕著 に示 し た。 最後 に 、基 礎的 方 略使 用と 読 解力 向上 度 の自 己評

価 と の 間 に は 、 緩 や か な 相 関 およ ぴ 因果 関係 が 見ら れた 。 これ らの 結 果か ら、 意 味、 構造 、 スキ ーマ

に 基 づ く 基 礎 的 方 略 の 指 導 は 熟達 し てい なぃ 外 国語 の読 解 にお いて 、 相互 作用 的 リー デイ ン グ・ コン

セプションを形成す るという結論に達 した。

  第 1研 究 に お け る 読 あ 功 の 向 上 に つ い て は 、 実 際 の読 解 カの 量的 差 異、 基礎 的 方略 使用 お よび 読解

力向上度の自己i刊面と実際のi売角翠カとの関係によりi平価した。まず実際のi売角翠カの量的差異に関して、

実 験 群 と 統 制 群 問 で 明 確 な 有 意差 が 見ら れ、 さ らに その 有 意差 は統 制 群に も基 礎 的方 略の 指 導を 行っ

た 後 に 消 失 し た 。 さ ら に 三 者 間に は 、緩 やか な 相関 およ び 因果 関係 が 見ら れた 。 これ らの 結 果か ら、

基 礎 的 方 略 の 指 導 は 熟 達 し て い な い 外 国 語 の 読 解 カ を 向 上 さ せ る と い う 結 諭 に 達 し た 。

  第 2研 究 に お け る 包 括 的 な 方 略 使 用 の 促 進 に つ い ては 、 全体 とし て 相互 作用 的 リー デイ ン グ・ コン

セ プ シ ョ ン が 形 成 さ れ た 実 験 群と 形 成さ れた と は見 なさ れ ない 統制 群 問で 、各 方 略使 用の 量 的差 異を

比 較 し た 。 結 果 と し て 、 全 て のボ ト ムア ップ お よび トッ プ ダウ ン方 略 使用 にお い て、 両群 問 で明 確な

有 意 差 が 見 ら れ た 。 こ れ に よ り、 相 互作 用的 リ ーデ イン グ ・コ ンセ プ ショ ンの 形 成は 、熟 達 して いな

い外国語の読解にお いて包括的な方略 使用を促進するこ とがわかった。

  第 2研 究 に お け る 相 互 作 用 的 な 読 解 活 動 の 促 進 に つい て は、 両群 の 各方 略使 用 量と 方略 使 用全 体の

関 係 性 を 第 ー 言 語 と 比 較 し た 。ま ず 各方 略使 用 量に 関し て は、 第一 言 語の 方略 使 用量 の大 半 は統 制群

の 方 略 使 用 量 を 有 意 に 上 回 っ たの に 対し て、 実 験群 の方 略 使用 量の 約 半数 は第 一 言語 と比 べ て有 意差

は な く 、 か つ 残 り の 半 数 は 第 一言 語 の方 略使 用 量を 有意 に 上回 った 。 っま り各 方 略使 用量 の 面で 、実

験 群 の 読 解 活 動 は 統 制 群 の 読 解活 動 より も第 一 言語 の読 解 活動 に近 い 結果 とな っ た。 次に 方 略使 用全

体 の 関 係 性 に つ い て は 、 解 釈 が非 常 に難 しい 結 果と なっ toしか し総 合 的な 半lJ断 にお いて 、 実験 群の

方 略 使 用 全 体 の 関 係 性 は 、 統 制 群 の 関 係 性 よ り も 第 一言 語の 関 係性 に近 い 傾向 が見 ら れt-o第一 言語

と実 験群 の 読解 活動 に おけ るこ れ らの 類似 性 は、 相互 作 用的 リー デ イン グ． コ ンセ プションの形成 が、

熟 達 し て い な い 外 国 語 の 相 互 作 用 的 な 読 解 活 動 を 促 進 す る の に 重 要 で あ る こ と を 示 し て い る 。

  相 互 作 用 的 な 読 解 活 動 を 促 す相 互 作用 的リ ー デイ ング ． コン セプ シ ョン の形 成 とい う視 座 は、 第二

言 語 の 読 解 研 究 の 領 域 で は 斬 新で あ る。 本研 究 の結 果は 、 相互 作用 的 リー デイ ン グ・ コン セ プシ ョン

と 相 互 作 用 的 な 読 解 活 動 の 問 には 重 要な 関係 が ある こと を 示し 、ま た 言語 的熟 達 度よ りも 読 解過 程に

つ い て の 読 み 手 の 意 識 が 相 互 作用 的 な読 解活 動 にと って 重 要で ある こ とを 示唆 し てい る。 た だし 、方

略 使 用 全 体 の 関 係 性 に つ い て は記 述 統計 的傾 向 にと どま っ たの で、 今 後の 研究 に 課題 を残 す こと にな

る。

  最 後 に 第 二 言 語 の 読 解 教 育 に関 し ては 、テ キ スト 解読 に 偏向 する 第 二言 語の 読 み手 に対 し て、 相互

作 用 的 リ ー デ イ ン グ ・ コ ン セ プシ ョ ンの 形成 に より 熟達 度 を高 める 指 導の 効果 が 期待 でき る 。ま た、

相 互 作 用 的 リ ー デ イ ン グ ・ コ ンセ プ ショ ンの 形 成に よっ て 自発 的な 方 略使 用が 見 られ たの で 、第 二言

語の 読解 指 導に おい て は、 先行 研 究に 現れ る 全て の読 解 方略 を網 羅 的に 教え る 必要 はないことにな る。
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学位論文審査の要旨

主査  助教授  河合  靖
副査  教授  西堀ゆり
副査  助教授  鈴木志のぶ

    学位論文題名

    A Study on the Formation of
Interactive Reading Conception asaFacilitator

    to Interactive Reading Performance

    （相互作用的な読解活動を促す

相互作用的リーデイング・コンセプションの形成に関する研究）

布侖文は、英語i簡徽業で熟達度の低レ丶英語学習者に基Fj嶋髄翆方略を指導することによりi売角翠カ

の向上が見られ、その読解カの向上が相互作用的読解既念の形成によりもたらされたことを論述して

いる。本論文では、読解にはテキストの部分的処理から意味を構築するボトムアップ処理と、読み手

の既存知識に基づく予測と検証の過程で意味を構築するトップダウン処理があり、相互作用的な読解

活動とはボトムアップ及びトップダウンのi売解方略をうまく組み合わせながら読み進める行為と見な

されている。低熟達度の第二言語学習者による読解において、教育介入により相互作用的な読解活動

が可能となるか否かが本論文の中´い深題である。論文の内容に即して、研究の具体ヨ矯平価を論述する。

  第一に、研究テーマの的確陸、すなわち、本論文が固有の研究領域を有し、テーマが学術研究とし

て意義を持っかを評価しt-o本論文の研究背景の章において、第二言語話者の読解が相互作用的であ

るか否かに関するニつの見解が、それを支持する研究とともにわかりやすく説明され、教育介入によ

り低熟達度の英語学習者が相互作用的読解を行なう可能性を調べることの学術的意義が明瞭に論述さ

れている。本論文は、第二言語での読解研究で論争されてきた、低熟達度の第二言語学習者における

相互作用的読解というテーマについて、実験授業から得られたデータを通してその可能性を示唆する

実証的研究である。特に、教育介入としての基礎的読解方略指導が、学習者の第二言語による読解観

に変化を与え、それにより相互作用的読解を可能にするという発想は今までにないものであり、この

分野の研究の新展開を先駆けるものであると判断する。

  第二に、研究の方法論に関する論述を評価した。本研究では、基礎的読解方略を指導する教育介入

を行った実験群と、それを行なわない統制群の両方で、数値化されたデータを収集し、統計分析を通

して、低熟達度の第二言語学習者が相互作用的読解を行なうようになるか否かを考察した量的研究で

ある。内容理解テストの得長の変化、読解方略使用の質問紙調査、読解に関する意識の質問紙調査の

三っを主なデータ収集手段としている。内省的回答に基づく質問紙調査の限界が論述され、いくっか

の前提の枠内で結果を解釈するべき旨が記述されている。当該分野が求める研究方法の記述の詳細さ
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は十分に満たしていると判断する。

  第三に、結果の角羽呎に対する妥当性を評価しf本論文では、得られた読解カの向上を、相互作用

的読解既念の発達により読解が相互作用的になったためと角駅している。触釈の妥当性を判断する論

点は、相互作用的読解既舗鹸垂の証左が見られるか、読解が相互作用的になった証左が見られるかの

2点である。前者については、相互作用的読解概念の定義がややわかりにくいが、下位概念のーっで

ある読解力向上度の自己評価及びその理由は、学習者の読解向上に関するビリーフであり、相互作用

的読解慨念の発達に密接に関っている。実験群において、90％近くの参加者が基礎的方略の指導で読

解カが向上したと評価し、読解向上の理由が相互作用的読解活動の特徴を顕著に示したことは、この

学習者集団が相互作用的読解概念を形成したことを示す言正左と言えよう。従って、相互作用的読解概

念の発達はあったと解釈することが自然であると判断する。

  後者の相互作用的読解の発達については、その梱拠に、因子間の相関の増加をあげている。審査員

のこの点についての質問に対する、松本氏の見解は次の通りである。方略を効果的に使いながら読解

を進める学習者集団は、方略の共起関係が明瞭になって因子間の相関も強まるはずである。事実、母

語での読解の方が、教育介入以前の第二言語での読解よりも因子間の相関が強い。因子間の相関の総

体的な強弱が、その学習者集団の相互作用的読解のレベルを表わす指標となりうるはずだと彼は説明

する。妥当性を検証する後続の研究は当然待たれるが、理論としては受け入れてよいと思われる。こ

の指標とあわせて｜因子構造における類似性も含めて判定した本論文の解釈は｀この研究で得られた

データの範囲内で妥当性を有していると判断する。

  以上により、研究テーマ、方法論、結果の解釈において博士論文として求められる水準は十分に満

たしていると判断する。また、熟達度の低い英語学習者に対する読解指導への本研究の多大な貢献が

期待される。

  よって著者は、掘鶴萱大学博士（国際広報メディア）の学位を授与される資格があるものと認める。

― 1552－


